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熱球まわりには，(Ⅰ) 自然対流が卓越した定常流，(Ⅱ) カオス流，(Ⅲ) 軸対称定常はく離流，(Ⅳ) 






(1) 加熱球まわりに生ずる 4種の流動パターンは，Re数により以下のように領域分けできる． 
(Ⅰ)自然対流が卓越した定常流(Re＜150)，(Ⅱ)カオス流(200≦Re≦400)，(Ⅲ)軸対称定常はく
離流(520≦Re≦600)，(Ⅳ)非定常 3次元はく離流(600＜Re)． 






(4) 球表面と流体の温度差が 20K と大きな複合対流場で，軸対称定常はく離流からカオス流への
遷移挙動をブシネ近似により導出できる． 
 
